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授業のとき、選択肢を選ぶ練習 しか したことがなかったのですが、それ とは違う、この授業の進め
方は自分にあっていたと思います。」 これらは、早稲田大学 日.本語教育センターで、2005年
度前期に、吉岡英幸教授によって行われたr口本語聴解6A」 の授業に参加 した学習者が、全授業
終了後に、授業アンケー トや懇親会の際に語った言葉である。学習者が、参加 して、楽 しく、授業
で行われている練習方法について納得 し、しかも、自分の技能が伸びたと感 じられる授業、日本語
教師であるならば、誰しもが、こんな授業ができれば、と思うところであるが、逆に、口本語教師





帯 して教 卓に据え置 く。そ して、再生やPAUSEや 巻き戻 しのボタンをガチャガチ ャいわせ、















ても、 レベルにあった教材 を選択するまでには、様 々に配慮すぺき問題があるし、まして、初級や
中級の教材を製作するとなると、語彙や文型のコントロールを初めとして、考慮すべき問題が増え、
教材の製作には、かなりの労力 と時間が必要となってくる。毎日の授業に忙 しい日本語教師は、聴

























スを、学期の後半は、8分 前後の特集のニュースが教材を用いるとされていた(両者 ともテ レビの
ニュース)が、これは、予定通 り、実際の授業でも、これらの教材が使川された。ニュースの選択、
教材の準備を、吉岡教授指導のもと、院生が行 ったが、授業の目標に適 うよう、語彙の レベルがあ




































F師側がキーワー ドを示 し、それをもとに文を作 らせていたのに対 し、学期後半のr全体視聴」は、
学習者自らがメモしたキーワードをもとにして、要旨の作文を行わせている。キーワー ドから作文











のr聞 く力」r学び」にどのように作用 したのかを論 じている。また、杉山(2005)は、 この授業を





筆者もこれ らのrつ の研究には、妥当性を認めるが、 しか し、おそらく、単に理解にっいて論じ







といった会話や、テストや レポー トという作文が待 っている。
理解の後に、産出が伴わず、理解に達 した時点ですべてが終了するというのは、おそらく、聴解
















通 じて、教師は、一貫 して、学習者に話す機会を与えようとしている。まず、①r導 入」では、実




とはない。ここでも、教師は質問役に徹 し、学習者に解答させて、聞き取れた情報 を引 き出し、引




















































続いて、[練習1①のr要 旨把握」では、ニュースを一回視聴 して、その後の約12分 間が、要旨
の作文に当てられた。[練習]②のr再生練習」では、ひとっの文を聞いては、キーワー ドを手がか
りに、まったく同じ文を作文して再生するという練習が行われたが、ニュースを一回通 して聞いて
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